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◦植物型指導案                   
◦座席表指導案　　      
◦座席表授業案（改）　         
◦座席表評価型指導案　          
◦座席表指導案　                 
◦より深い学びのための指導案     
◦子どもたちをより理解する学習指導案       























                 
○省察型
◦振り返りやすい指導案　     
◦想像と現実指導案           












◦グループ学習型指導案               
◦グループ型指導案                   
◦グループ型指導案
◦グループ型指導案                
◦グループ型指導案                
◦グループワーク型指導案       
◦グループ学習型指導案             
◦グループ活動型指導案            
◦班活動型指導案                  
◦実技を交えた指導案             


















































































































（4）その他の指導案について        
「板書型」指導案は、見通しの良さ、簡潔さ、明快
さが「ねらい」とされていた。先行研究で示した、山
口県教育委員会の「板書型指導案」と同様に、「授業の
可視化」を重視していると考えられる。ただし、研修
会での「指導技術の共有化」や教師の負担軽減といっ
た視点は見られなかった。
「協働型」指導案は、昨今の教育の動向を意識した
形式となっている。「ねらい」に「生徒同士で話し合い
の場を持たせることでアクティブ・ラーニングを目指
す」、「意見交流によって個人の考えを深める」とある。
さらに「説明」には「生徒一人一人の考えを大事に」「主
体性」「主体的」「他者」といった言葉が使われており、
「主体的で対話的で深い学び」や「アクティブ・ラーニ
ング」を意識していることが見てとれる。　
最後に「目指せ満開！　栽培型指導案」を紹介しよ
う。これは学生たちに、ビジュアル的な良さが「書い
ていて楽しくなる」と高く評価された指導案である。
前掲の「植物型指導案」のように花の比喩を用いてお
り、「身につけさせたい力」を「土」に、「授業の軸（ポ
イント）」を「茎」に、「生徒の反応」と「授業の流れ」
を「花片」に、「教師の働きかけ」を「水」に見たて、
それらが一体となって「授業のゴール」が生まれるよ
うになっている。花はひまわりのようでもあり、見る
者を明るい気持ちにさせてくれる。
この「栽培型指導案」を見ていると、従来の指導案
が、堅苦しく、退屈なものに感じられるから不思議で
ある。この形式のように、教師が案を立てる際に、授
業全体を楽しくイメージできるような形式はもっと開
発されてよいように思える。
₄．考察  
学生たちは、指導案を比べ読み、考案する活動を通
して指導案自体の意義を理解していった。理解した様
子は考案した指導案からうかがうことができる。たと
えば「省察型」を考案した者は、自己の授業をふり返り、
評価する機能を指導案に見出していたし、「個性尊重
型」では、個別の指導案を作成することで一人ひとり
の学習者の理解を深め、個に応じた指導を目指そうと
していた。そして「教育工学型」では、視覚的に明瞭
なフローチャートを用い、円滑な授業展開と事後研究
での共同利用に役立てるようにしていた。このように、
学生たちは活動を通じて指導案の根本的な意義に立ち
返っていたと思われる。
学生が考案した形式は、基本的には、比べ読みで用
いた資料の理念的な要素や形式を踏まえて作られてい
た。だが、それは特定の形式の模倣というわけではな
く、複数の資料から必要な要素を選択して採り入れた
り、既有の知識・経験や志向・願望、それに、昨今の
教育動向等を紡ぎ合わせたりして作られていた。つま
り、学生たちは必要と思われる諸要素を取捨選択し、
再構成して新しいモデルを創造していたのである。
全体的な傾向としては、「個の尊重の思想」と「教師
としての成長」が望まれ、各指導案に組み込まれてい
た。たとえば、「教育工学型」で、「フローチャート」
をベースにしつつも、その流れを複線化したり、授業
のゴールを収束させない形にしたりしていたのは、「授
業の効率化」と「個の尊重の思想」を止揚してつくら
れたととらえることができる。また、「省察型」に限
らず、多くの学生は、自らの形式に「反省」「メモ」「研
究」等の項目を設け、授業中あるいは授業後に、子ど
図₆　目指せ満開！栽培型指導案
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もの反応、気づいたこと、反省事項等を書き込む欄を
設けていた。これは、「説明」に「大村はま日案から採
り入れた」等とあることから、「大村はま日案」が契機
となっていることがうかがえるが、将来、教師となっ
たならば、力量を高め、日々授業を向上させたいと願
う気持ちが学生の心の底にあるのだと思われる。
Ⅵ．おわりに 
本稿では、比べ読みと考案という活動を取り入れる
ことで指導案の理解を促し、授業観を育成する授業を
紹介した。今回の目的である、指導案の形式の背後に
ある文脈を捉えることと、新しい形式を考えることは
概ね達成できたと評価したい。しかし、この取り組み
によって、肝心の、「転移の問題」と「画一化の問題」
が解決したかどうかは、明らかになっていない。
転移の問題に関しては、学生が4年次の実習で、₃
年次実習の時と異なった指導案を書く必要に迫られた
ときに、どう反応するかを見守る必要がある。画一化
の問題に関しては、学生が考案した指導案を実際に使
用して授業を行う機会を設ける必要がある。そして、
指導案の形式の違いがどう授業に影響するのかを検証
しなければならないだろう。ひき続き、実践していき
たい。
さらに今回の取り組みにはいくつか欠陥があり、そ
のうえ、新たな課題も生じることになった。
その一つは比べ読みの資料である。学生への影響力
を考えると、比べ読みの資料は、できるだけ多種多様
な指導案を提示することが理想的であるが、「国語
4 4
科
教育法」という講義の中で「指導案」を扱うのであれば、
教科特性に応じた資料、すなわち「ことば」という観
点を重視して資料を選ぶ必要があった。今回は、教育
観や理念が形式に反映された資料に偏っていたため、
「ことば」という観点は二の次になってしまっていた。
また、多言語化の観点から、文字以外の表現媒体も資
料として積極的に提示すべきであった。
課題としては、比べ読みをした際に、学生が読み取
れていない要素があったことが挙げられる。読み取れ
ていない要素は、学生が考案した形式にも反映されて
いなかった。自分なりの授業の見方をかたちづくらせ
るのであれば、多種多様な指導案を提示することに加
えて、すぐれた授業にふれる機会を増やし、教育に関
する専門的知識と関連づけることも必要である。
最後に、学生が書いた「授業の感想」を基に、気づ
いたことと、それに対する私見を述べて、まとめとし
たい。
「授業の感想」の内容は主に、様々な形式があるこ
とへの驚き、指導案の長所や意義を理解したこと、そ
れから教師になったら自分で指導案を工夫してつくっ
てみたいとする旨が書かれていた。考えさせられたの
は次のような感想であった（傍線は稿者による）。　
①指導案を比較するまで、指導案には決まりきっ
た形があり、それを守らなければいけないとば
かり思っていたので、すごく良い勉強になった。
自分がどう指導したいか、そのためには何が必
要か、自分にとってやりやすい指導案が一人一
人にあって良いのだと思う。そのためには、自
分自身に明確な指導理念や目標があるべきだと
思うので、毎回単元内容や子どもたちにしっか
り向き合える教師になりたいと思った。
②指導案ひとつとっても様々な種類があり、自分に
とって使いやすいものを工夫していくことが大
切だと思った。次に授業に活かしたり、改善で
きたりするような教師にとって参考書となるよ
うな指導案がよいと思う。授業の流れやねらい
を明確にしつつそれができればよい授業が作れ
ると思う。
③今回の授業を通して、一つの授業案を作り上げる
のに相当な時間と苦労が必要なのだということ
を実感した。ただ決まった形式の中に当てはめて
授業を構成していくのではなく、自分のつくり
たい授業・目指したい授業を考え、それを「授業
案」として一つの形にまとめあげること。それは
子ども達により良い教育を、授業を受けさせてあ
げたいという強い信念の表れのようにも感じる。
これから教師を目指していく中で、その苦労と
努力をしっかりと授業に反映していけるように
頑張っていきたい。また、自分なりの授業の形
を見つけていきたい。
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①に「自分にとってやりやすい指導案が一人一人に
あって良いのだと思う」とある。このように、既存の
形式に従わなくてもさしつかえないことを喜ぶ声は少
なくなかった。また②では「自分にとって使いやすい
ものを工夫していくことが大切だ」とあり、指導案を
自分なりに工夫し、授業をよくしたいと述べている。
もちろん、形式を変えさえすれば、よい授業がつくれ
るわけではない。しかし、①「自分自身に明確な指導
理念や目標があるべきだ」や③「自分のつくりたい授
業・目指したい授業を考え、それを「授業案」として
一つの形にまとめあげる」のように、よりよい授業づ
くりのためには、価値観や信念を基にして自分なりの
授業観をかたちづくることが大切だとする意見もあっ
た。
これらの感想を読むまで稿者は、指導案に対する学
生の不安の原因は、ルールが分からないことや手続き
的な知識の不足にあると思い込んでいた。しかし、感
想を読んだことで、既存の指導案に書き込ませるよう
な書き方指導そのものが学生の不安を助長していた可
能性があることに気づかされた。自らの価値観や信念
を大切にするならば、既存の指導案の形式を使うこと
は、その形式と自らの思いとの間で引き裂かれること
を意味する。それが不安や苦手意識として表れていた
という側面もあったのではないか。
確かに、学習指導案は事後研究のために学校の形式
に従って書く場合がほとんどだろう。そのために形式
にそった書き方を教えることに異論はない。しかしか
といって、既存の形式の書き方を一方的に教え込んで
ばかりいては、学生たちの創意や教育観を育てる機会
を奪ってしまうことにもなりかねない。
そして、これは必ずしも指導案の指導に限った話で
はないだろう。手段的有用性が優先される近年の社会
的風潮のもとで、教員養成の場でも、学校現場で活用
できる方法論や短期的な成果が強く求められている。
それは「養成・採用・研修の一体化」の要求、「教職実
践演習」や「教職課程コアカリキュラム」の導入といっ
た一連の政策によって否応なく推し進められている。
理論と実践とを結びつけることは必要であるが、心配
なのは、このような状況の中で教員養成における授業
が、学習指導要領の内容を着実にこなすことが目的化
してしまったり、指導技術を一方的に教え込んだりす
るような、狭い意味での職業訓練のようなものになっ
てしまわないか、ということである。
このような状況下で、教員養成に携わる者としてで
きることは、実践性が求められる授業であっても、既
存の教育のあり方を相対化し、ものの見方や考え方を、
時間をかけて広げたり、かたちづくったりできるよう
な場を意識して設けることだろう。
今回の授業が、そのような取り組みになっているか
は心もとないが、従来の書き方指導とは異なった指導
案指導の一つの具体的なあり方を示すことができたと
考える。
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